
ＩＴカイゼンツール活用による
自動車補給部品手配業務の改善事例

小島プレス工業株式会社

　黒笹部品部工務課　大島啓輔
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小島プレス工業
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下市場工場

職場紹介 2/14

工務課工務係の仕事

得意先受注を受け生産に必要な部品手配
から出荷の管理までをおこなう職場。

私は補給部品を担当しています。

工場概観



自動車補給部品について 3/14

＜電子製品の特性＞
　・ひとつの製品に対し、購入部品（以下、構成部品という）の数が多い。
　

＜補給部品とは＞

量産品（市販車）

量産終了品（旧型）

（２５年前～現在）

＜小島プレスの電子製品＞

ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞ
ｺﾝｿｰﾙ

ﾋｰﾀｰｺﾝﾄﾛｰﾙ

電動ﾅﾋﾞ ｼﾌﾄﾚﾊﾞｰ

故障した車に使用する＜交換用部品＞のこと



黒笹部品部工務課　48名

物流係　33名工務係　15名

補給業務の体制と流れ 4/14

補給グループ　２名

出荷梱包グループ　３名

得意先

注文・内示
データ送信

得意先注文
システム

納品

得意先

小島プレス

工務係（事務）

物流係
（現場）

人作業

生産指示

人作業

伝票作成

発注用
システム

人作業
（電話連絡）

かんばん配布

納期再調整

入荷確認
入荷品棚入

人作業

検査・梱包集荷

補給出荷
システム

補給出荷
システム

品番調査用
システム

人作業 人作業

データ受信
かんばん発行 品番調査 使用数調査 発注連絡

人作業

在庫調査

納期調整

補給出荷
システム

出荷情報確認



工務係（事務）

人作業

伝票作成

発注用
システム

人作業
（電話連絡）

納期再調整

入荷確認
入荷品棚入

補給出荷
システム

品番調査用
システム

人作業 人作業

データ受信
かんばん発行

品番調査 使用数調査 発注連絡

人作業

在庫調査

納期調整

補給業務の問題点（人作業が多い） 5/14

複数のシステムで調査

不明品番の調査

構成品使用数量の調査 現地で在庫調査

構成品数調査

発注状況調査

毎日発注

調整回数が多い 入力回数が多い



補給業務の問題点（人作業が多い） 6/14

構成品使用数量の調査
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横山 大島

補給外業務
補給庶務
出荷処理
生産指示
棚入
納期調整
発注処理
在庫調査
品番調査
受注処理

人作業の工数時間

2名合計　　　
10.5時間
2名合計　　　
10.5時間

　この作業をＩＴ化する！　この作業をＩＴ化する！

システム整備
遅れにより　
人が対応

システム整備
遅れにより　
人が対応



解決すべき内容とツール選定 7/14

手入力伝票入力

仕入先カレンダ（発注予定日）

発注データ
発注リードタイム　etc･･･

内示データ　　受注データ
在庫マスタ　　自動計算処理　etc･･･

品番マスタ　　親子マスタ
仕入品番マスタ　etc･･･

必要事項
一元管理

　→補給用システム

複数のシステムでバラ
バラに調査していた

品番調査

電話連絡納期調整

理論在庫管理

　→かんばん廃止
内示処理で一括発注
※内示　得意先の注文

受注自動化
構成品使用数自動計算

方向性（IT化）

発注点かんばん

在庫調査結果

構成品使用数計算
現地で在庫調査

従来（人作業／ﾂｰﾙ）

発注処理

使用量調査
在庫調査

項目

必要事項を盛り込んだ、現場（個人）レベルで運用ツールが必要必要事項を盛り込んだ、現場（個人）レベルで運用ツールが必要

コンテキサーの活用コンテキサーの活用

小島プレス情報システム課　→　アプストウェブ㈱小島プレス情報システム課　→　アプストウェブ㈱

ツール選定の要件
・データ連携　　：　異なるデータのインプット　→　統一形式でアウトプット
・メンテナンス　：　自分で追加、修正可能（高度なプログラムではない事）
・コスト　　　　：　更新、メンテナンス費用不要

ツール選定の要件
・データ連携　　：　異なるデータのインプット　→　統一形式でアウトプット
・メンテナンス　：　自分で追加、修正可能（高度なプログラムではない事）
・コスト　　　　：　更新、メンテナンス費用不要

コンテキサーとは？

プログラムを使用せず、複数の
データに連結設定を行い、　　
欲しい情報へ加工、表示できる
ツール。



ＩＴ化に向けてのロードマップ 8/14

通常稼動

運用

トライ

開発

構想
データ取込
・データ取込
・データ外取込

ＩＴ化

手作業
2010/12 2011/4～2010/10

年度
2011/32010/6 2010/9

月次処理
・内示取込
・カレンダ取込
・指示発注データ連携
・品番エラー表示
・発注点（個数）

在庫計算処理
・全構成品在庫数
・構成品展開方法
・在庫アラート表示

マスタ作成
・品番情報
　親子データ
　設計変更部品情報
　仕入先情報
・棚番（位置）情報

日次処理
・データ更新
・指示発注データ取込

定常処理化
・マニュアル作成
・処理手順教育
・メンテナンス方法

仕様作成
・業務問題
・処理範囲決定システム選定

・機能
・コスト

・システムのベース情報収集
・基礎計算処理開発

・月次処理ツール開発　→　トライ
・日次処理ツール開発　→　トライ

・定常処理内並行運用
・不具合・問題点抽出
・改善提案

・ツールでの全処理

データ連携分科会
スタート
データ連携分科会
スタート



インターバル

データ連携分科会

新規課題

システム修正

業務調査 プログラム作成

仕様提案

動作確認

インターバル

データ連携分科会

インターバル

システム作成

対応議論

改善の進め方 9/14

データ連携分科会（月に１回開催）
　情報交換をしながら、
　会議の中で徐々にシステムを作成

新しい改善のアイディアが生まれる

　＜メンバー＞

アプストウェブ：西岡様
（コンテキサーガイド）

アプストウェブ：河出様 他2名
（コンテキサー設定）

コンテキサー
利用方法

業務説明
意見要望

ツール編集

小島プレス：大島
（補給業務担当）

小島プレス：野口
（アドバイザー）

システム
方向性相談

方向性
アドバイス

ツール編集
情報交換

コンテキサー操作

　＜メリット＞
　　・動くツールを見ながら議論
　　・その場で編集→動作確認可能



得意先

注文・内示
データ送信

得意先注文
システム

納品

得意先

小島プレス

工務係（事務）

物流係
（現場）

人作業

生産指示

人作業

伝票作成

発注用
システム

かんばん配布

入荷確認
入荷品棚入

人作業

検査・梱包集荷

補給出荷
システム

補給出荷
システム

コンテキサー

データ受信
かんばん発行

データ取込
マスタ管理
自動計算

補給出荷
システム

出荷確認

効果①
＜業務の流れ＞

内示・受注データを取
込み、補給のシステム
に連携。

＜工数低減＞
補給業務１名省人

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

導入前 導入後

補給外業務
補給庶務
出荷処理
生産指示
棚入
納期調整
発注処理
在庫調査
品番調査
受注処理

大島
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導入前 導入後

横山

低減工数 大島は別業務に異動。
他業務の改善実施へ

手作業による調査や
入力などの事務処理を
やめることができた。
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④補給業務の平準化
　　　　・処理の自動化と見える化により誰でも補給業務を対応可能に
　　　　　→業務ローテーションや負荷分散が容易

②仕入先の負担低減
　　　　・補給内示展開可能　→　次月分を一括で発注できるようになり、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仕入先での計画的な生産が可能に
　　　　・日々の発注低減　　→　負担を強いる短納期での納入依頼低減
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※一週間で生産～納品を依頼など

③在庫スペース低減
　　　　・不要構成品、適正在庫数量を把握
　　　　　補給棚在庫処分、整理　→　約80㎡のスペース確保

効果② 11/14

＜担当者の業務以外の効果＞

①生産課の負担低減
・発注点かんばん運用を廃止
　管理工数　 　約20時間／月　低減　
　かんばん枚数　　約1,500枚　廃棄　※新規の品番分の作成も不要



効果③ 12/14

＜見えてきた今後の課題＞
①個々人で保有しているエクセルデータを連携できる。

②データ連携による受注から出荷までの同期化ができる。

個人持ちエクセルデータ

営業

生産管理

工務

社内システム保有データ コンテキサーで連携したデータ

打切データ

在庫データ

品番データ
親子データ

購入データ
仕入先データ

データの共有化
　・品番データ　・親子データ
　・発注データ　・購入データ
　・打切データ　・在庫データ
　・単価データ　・新品番データ
　・仕入先データ

連携することで作成できるデータ
　・売掛データ作成
　・打切構成品リスト作成
　・部品購入量算出
　・見積もりデータ
　・自動発注リスト作成　etc...

発注データ

新品番データ

単価データ
個人の端末

個人業務のノウハウの共有化、人作業や紙レスの職場へ！個人業務のノウハウの共有化、人作業や紙レスの職場へ！

小島プレス社内連携

得意先発注
システム

受注
システム

生産指示
システム

発注
システム

生産ライン
設備

素材搬送
システム

得意先納品

仕入先発注

出荷指示
システム

かんばんレス、人の運搬レスの製造現場へ改革！かんばんレス、人の運搬レスの製造現場へ改革！



　　電子部品　

　

今後の展開 13/14

　　鉄部品　

　下市場工場

　　樹脂部品　

高岡　工場 黒笹工場

黒笹部品部工務課

工務係 物流係

構内物流

出荷係納入管理係

仕入係

生産準備係

　小島グループ各社

　

鉄部品　

　
　１社　

樹脂部品　

　
１３社

電子部品　

　
　２社　

補給係

＝全社に向けた研修会＝
データ連携により業務の効率化が図れる
部署への展開と活用に向け、改善テーマ
を持ち寄り実施。

小島プレス全工場

展開予定先



自分の学び 14/14

　　①人の手ほどムダな作業はない
人が行っていた調査、計算、転記などの作業はITに任せ、
人は結果の確認、またはリアクションすることだけに変更できた。

　　②事務仕事ほど見える化すべきである
ITによる見える化で、何を、どこで、いつ、どんな対応をすべきか、
誰でもわかる情報共有ができるようになった。
事務仕事の“個人で抱える業務が多く、他の人は内容がわからない”
という問題を解消。

　　③業務を同期化する
ITを用いることで異なる作業工程でも情報が共有できるようになり、

　　　　　　結果を次の作業工程へ連携しアウトプットが可能になった。

以上

　ITを活用すれば、ものづくりの仕組みと
関わる人の仕事が変わる！


